
英語科

教科の目標

本校での取組・特徴②（ネイティブ教員と学ぶ）

海外との行き来がますます盛んになり、インターネットや

メールなどで外国との距離がきわめて近くなっている現代

社会において、コミュニケーションの道具として英語の持つ

意味は、以前にも増して大きなものとなっています。本校

の英語科では、生徒達が外国人と意思を疎通し、国際社会

を生き抜く英語の運用能力を身につけるため、「読む」「聞

く」「書く」「話す」の４技能をバランスよく学ぶことの出来るカ

リキュラムを組んでいます。

１年生は、週に６時間英語の授業があり、そのうちの約２時間をネイティブの先生が担当してい

ます。コミュニケーション能力を高めるために様々な活動を取り入れ、基礎力を養成しています。

２年生の英語必修授業は週５時間で、そのうちの２時間を少人数展開で行っています。その授

業では全員がエッセイライティング（英語による小論文）に取り組み、ネイティブの先生のきめ細

かい添削を受けることができます。また、英語をさらに学びたい人は、選択科目で週に２時間ネイ

ティブの先生の授業を受けることができます。

３年生になると文系は週に８時間、理系は週に６時間の英語の必修授業のほか、進路に合わ

せてより実践的な英語を学ぶことができる授業を選択することができます。

本校には、イギリス人、アメリカ人の２人のネイティブの英語

教員が常駐しており、会話を中心とした授業やプレゼンテー

ション力を高める授業を行っています。

本校での取組・特徴①（充実した授業内容）


